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循環性とステークホルダーの経済性を評価するライフサイクルシミュレーション

まとめと今後の展望

ステークホルダーの企業活動が正当に評価され、適正にフィードバックされることで、

サーキュラーエコノミー・カーボンニュートラルへの自発的な行動が促進される社会

めざすサーキューラーエコノミー社会

日立-産総研 サーキューラーエコノミー連携研究ラボ 第二回 産総研リマンシンポジウム
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図１ サイバー・フィジカルシステム

CPS活用事例と認識課題・開発項目

図２ 活用事例から顕在化した課題と開発項目

CPSの活用事例を立案し、ステークホルダーが抱える課題を抽出

２つの解くべき課題に集約し、開発項目を定義

図３ 産業機器を想定したライフサイクルシミュレーター（開発中）

開発するライフサイクルシミュレーターの特長

【解くべき課題２】 評価に必要なデータの収集

データを継続的に収集・共有する

仕組みがある

【解くべき課題１】 最適な循環方法の選択

経済合理性があり、環境負荷が少ない

循環方法が示される
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サイバー・フィジカルシステムの活用事例

ライフサイクルシミュレーション1)2)とモデリング
ドメイン知識やデータに基づいて

モノの流れや業務をモデル化

静脈デジタル化
回収・解体・再生に関わる

業務のデジタル化

活用事例から顕在化した課題

産業機器を想定したライフサイクル

LCA
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1. 事業仮説と連携した様々な循環のモデリング

2. 多種CE指標の算定が可能なデータモデル

3. 実データに基づいたリアルタイムでのモデル修正

（静脈デジタル化連携）

まとめ

• ステークホルダーの活動がデジタルで正当に評価され、適正にフィードバックされることで、「サーキュラーエコノミーへの自発的な行動が促進される社会」を志向

• デジタルを駆使して環境価値の向上とステークホルダーの事業成長を両立するソリューションの開発に挑戦

• 産総研・日立の「モノづくりナレッジ」と「デジタル化の実績」を活用して、「ライフサイクルシミュレーションのモデリング技術」を開発中

今後の展望

• 静脈のデジタル化支援技術を開発し、シミュレーターと連携して、サイバー・フィジカルシステムを構築

• モノづくりの実事業環境で価値を検証し、パートナーシップの形成・受容性の評価を推進
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ケーススタディ

現状：リサイクルベース

循環ルート①：回収→リサイクル

循環ルート②：保守→再製造(リマン)

将来：再製造ベース

①＋②に加え、

循環ルート③：回収→再製造(リマン)
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図４ ケーススタディの循環ルート

試算結果 試算条件
出荷台数 ： 34 千台/年

製品重量 ： 0.87 トン/台

リマン部品 ： 0.51 トン/台

スクラップ価格 ： 5 万円/トン

中古部品価格： 12 万円/台

部品リマン費 ： 37 万円/台

※市場の製品台数一定と仮定

※再製造ベースでは回収品の30%が

製品メーカーに戻ると仮定

※CO2原単位はIDEA v3.3を参照

※一部の値は仮説に基づいて決定
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